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研究成果の概要（和文）：指の繊細な動きを評価する技術は進んでいない。手根管症候群や肘部管症候群の手指
運動障害を「猿手」「鷲手」など主観的に表現しているのが現状で、定量評価がされていない。本研究では、手
指のパーフェクトＯサインを定量化する装置を作成し確立した。健常人を対象に、パーフェクトＯサインを表す
有効な肢位を決定し、正円率として定量化し、英文誌に報告した（Asian Journal of Occupational Therapy 
2022）。

研究成果の概要（英文）：The method for evaluating finger movements has not been developed. The 
peripheral nerve disorders associated with carpal tunnel syndrome and cubital tunnel syndrome are 
subjectively expressed, such as ape hand and claw hand, and quantitative evaluations of such 
disorders have not been performed. In this study, we established the method to quantify the perfect 
O sign of the hand. We reported that using for healthy volunteers, effective wrist positions 
representing a perfect O sign were evaluated, and quantified the perfect O sign by calculating the 
roundness.

研究分野： リハビリテーション

キーワード： 手指　動作　定量化　パーフェクトO　正中神経　手根管症候群

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この評価法を用いることにより、リハビリテーションプログラムの決定と効果判定、装具サポーターの選択とそ
の効果判定、手術術式の決定と治療効果判定を、定量的に評価できるようになり、患者に対しての治療方針をよ
り綿密に決定できることにつながる。
手根管症候群を例にとっても,リハビリテーション、装具療法、手根管内ステロイド注射、手根管開放術、腱移
行術と治療法は複数あり、それぞれの治療効果判定が現在は主観的評価となってしまっている。本研究での評価
方法を用いることによって、より精密な患者評価と治療評価が可能となり、データを蓄積することにより患者の
指動作障害の程度に応じたオーダーメード医療が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
ハビリテーション分野では、三次元動作解析装置の発達により、大関節や歩行などの動作解析は
行われているが、指の繊細な動きを動的評価する技術の開発は進んでいない。現在の三次元動作
解析装置は膝や股関節などの大関節専用で、指のような小関節には対応していない。そのため、
神経麻痺などの指の評価法は、「猿手」「鷲手」「スワンネック変形」などの主観的な表現を用い
て筋力や変形などを表しているのが現状である。現在は疾患評価が大まかにしか表現されてい
ないため、リハビリテーション療法の決定や手術療法の決定が標準化されていない。例えば、手
根管症候群では、進行してくると母指球筋が萎縮するため、手のつまみ動作を表すパーフェクト
Ｏサインができなくなる。これは主観的表現での定性的評価であり、定量化されていない。その
ため診断法がいまだに確立されておらず、手術適応もドクター間で差がある。つまり、手根管症
候群に対する装具療法と注射療法などの保存的治療や手根管開放術や腱移行術などの手術療法
を定量的に評価できず、有効な治療効果判定もできていない。進行した手根管症候群でつまみ動
作がしにくくなった患者に対して、定量的な効果判定データがないために、保存療法なのか手術
療法なのか適切な治療法を選択できていない現状がある。以前にも定量化を試みた報告はある
ものの（白須幹啓ら 2002 年）、実用化にはいたっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の学術的問いは、“手根管症候群におけるパーフェクトＯサインを定量化できないか、ま
たそれを用いて客観的診断法の確立と、治療に対する客観的評価法の確立が有益ではないか？”
である。 
本申請研究の目的は、パーフェクトＯサインの定量化を確立し、健常人と手根管症候群患者での
差を数値化し診断法として確立することである。 
 
３．研究の方法 
（１）筐体作成 
パーフェクトＯは手関節肢位により変化するため、最適な前腕と手関節の肢位を決定する。具体
的には、健常ボランティアを用いて、前腕筋群と母指球筋と第 1 背側骨間筋に筋電図を設置し、
前腕回内、中間、回外位と、手関節背屈、中間、掌屈位のそれぞれ肢位でパーフェクトＯ時の筋
電図を記録し、最も母指球筋を使用している肢位を決定する。同時に、パーフェクトＯを垂直に
撮影できる至適撮影位置を決定する。 
（２）ソフト選定 
撮影したパーフェクトＯの正円率を適切に数値化できるソフトを選定し決定する。 
（３）健常人バリデーション 
健常ボランティア（n=13）を用いて、上記を行い、健常人データを蓄積する。検者間誤差、検者
内誤差を評価する。 
（４）手根管症候群患者でのパーフェクトＯ定量化 
作成した筐体、ソフトを用いて、手根管症候群患者のパーフェクトＯを定量化する。具体的には、
当院外来にて手根管症候群と診断された患者を対象とし、作成した筐体を用いて、パーフェクト
Ｏを撮影し、作成ソフトにて数値化する。疾患データを蓄積する。 
（５）手根管症候群患者と健常人とのデータ比較 
（４）にて蓄積した疾患データと健常人データを統計学的に比較検討する。 
 
４．研究成果 
（１）前腕筋群と母指球筋と第 1 背側骨間筋に筋電図を設置し（図 1）、前腕回内、中間、回外
位と、手関節背屈、中間、掌屈位のそれぞれ肢位でパーフェクトＯ時の筋電図を記録したところ、
第 1 背側骨間筋（FDI）と母指球筋（APB）の比は前腕中間位で手関節背屈位（Dorsiflexion 
position）が最も低値であった（図 2）。前腕屈筋群（FDS）と母指球筋（APB）の比は前腕中間位
で手関節背屈位（Dorsiflexion position）が最も低値であった。つまり母指球筋を最も使用し
ている肢位は前腕中間位で手関節背屈位であった。筐体を前腕中間位で手関節背屈位となるよ
うに作製した（図 3）。 



 

 

 
 
 
 
（２）母指、示指と手掌の皮線部分で７点をとり、ImageJ software (National Institutes of 
Health, USA)を用いて正円率を計算することとした（図 4）。 

 
（３）健常人 13 名のパーフェクト O サインの正円率は平均 80.46 ± 9.47%であった。 
（４）手根管症候群患者７手のパーフェクト Oサインの正円率は 58.24±13.16%であった。 
（５）パーフェクト Oサイン正円率について、Wilcoxon signed-rank test を用いて検定では、
手根管症候群患者は健常人と比較して有意に低下していた（図 5）。 
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